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名 識 意識 感覚器官を媒介として対 象 を認識วญิญาณ YKP[CCP ［ ］ 。 。
しき い しき かんかく き かん ばいかい たいしょう にんしき

する 心 のはたらき。認識主体。
こころ にんしきしゅたい

［名］六識：六つの認識作用または認識主วญิญาณ 6 YKP[CCP JQ�M-
ろくしき むっ にんしき さ よう にんしきしゅ

体。 眼を通して認識対 象 （色）を認識する作用または認識主体%
たい め とお にんしきたいしょう しき にんしき さ よう にんしきしゅたい

（眼識） 耳を通して認識対 象 （ 声 ）を認識する作用または認&
げんしき みみ とお にんしきたいしょう しょう にんしき さ よう にん

識主体（耳識） 鼻を通して認識対 象 （香）を認識する作用また'
しきしゅたい に しき ばな とお にんしきたいしょう こう にんしき さ よう

は認識主体（鼻識） 舌を通して認識対 象 （味）を認識する作用(
にんしきしゅたい び しき した とお にんしきたいしょう み にんしき さ よう

または認識主体（舌識） 身体を通して認識対 象 （触）を認識す)
にんしきしゅたい ぜつしき しんたい とお にんしきたいしょう そく にんしき

る作用または認識主体 身識 意を通して認識対 象 法 を認識（ ） （ ）*
さ よう にんしきしゅたい しんしき い とお にんしきたいしょう ほう にんしき

ธาต 1ุ8する作用または認識主体（意識 。） ©
さ よう にんしきしゅたい い しき

［名］律。律蔵：お釈迦さまの定めた僧侶の生活規定、วนิยั Y�P̧CK
りつ りつぞう し ゃ か さだ そうりょ せいかつ き てい

すなわち戒律、または、その律を収めた典籍。 経 蔵・論蔵ととも
かいりつ りつ おさ てんせき きょうぞう ろんぞう

พระไตรปฏกに三蔵の一 。©
さんぞう ひとつ

［名］観。毘鉢舎那。 正 観。観法： 心 を一วปิสสนา Y�ŖC�VUC�PCC
かん び は しゃ な しょうかん かんぽう こころ ひと

つにして、智慧で対 象 を観察すること。
ち え たいしょう かんさつ

［名］解脱：俗世間の苦悩から解放されて、自由にวมิตุต Yิ�̧OW"VV�º!
げ だつ ぞく せ けん く のう かいほう じ ゆう

なること。煩悩から解放されて自由な心 境 となること。
ぼんのう かいほう じ ゆう しんきょう

วริยิะ โพธปิกขยิะธรรม 37Y�Ţ�̧[C"! ［名］精 進 。努力。勇気。«
しょうじん どりょく ゆう き

／三 十 七道品
さんじゅうしちどうぼん

名 ウィサーカ祭：仏陀の誕 生 降วสิาขบชูา Y�̧UC�CMJC� DWWEJCC- ［ ］ （
さい ぶつ だ たんじょう ごう

誕 、覚り（ 成 道 、 を記念する日。ウィサーカとは月の名前） ） 涅槃
たん さと じょうどう ね はん き ねん ひ つき な まえ
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で、陰暦六月の満月の日。 ／お釈迦さま« พระสากยมนุพีทุธะいんれきろくがつ まんげつ ひ し ゃ か

［名］ 精 舎。寺。僧坊。住 所。 仏像が安置されวหิาร Y�̧JC�CP 9 :
しょうじゃ てら そうぼう じゅうしょ ぶつぞう あん ち

ている堂。本堂。
どう ほんどう

［名］執事：僧侶は金銭を管理するไวยาวจักร YCK[CCCYC"VEC�MnnP
しつ じ そうりょ きんせん かん り

、 。ことが禁じられているので 寺や僧の金銭の出入りを管理する人
きん てら そう きんせん で い かん り ひと

花祭วนัวสิาขบชูา はなまつり
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วนัวสิาขบชูา (ฮะนะมะทซรุ)ิ
คนญี่ปุนเรยีกวนัวสิาขบชูาวา ฮะนะมะทซรุ หิรอื

คนับทุซเุอะ คาํวา คนัของคาํวา คนับทุซเุอะ หมายถงึอภเิษก
(การรดน้ําบนหวั) คนญี่ปุนฉลอง การประสตูขิองพระพทุธเจา
โดยการรดน้ําบนเศยีรของพระพทุธรปูซึ่งอยูในหองที่ตกแตงดวยดอ
กไมในวนัที่8 เมษายน

ตามเรื่องที่เลาตอ ๆ กนัมาของพทุธศาสนามหายาน
พระนางสริมิหามายาผูเปนพระมารดาของพระสากยมนุพีทุธะ
ไดหยดุพกัในสวนลมุพนิ ซีึ่งอยูในเสนทางไปสูบานเกดิ
เมื่อทานไดยกมอืขวาขึ้นจบักิ่งไมสาละ พระสากยมนุพีทุธะก็
ไดเกดิแบบธรรมดาจากรกัแรของพระนางสริมิหามายา กลาวกนัวา
พระสากยมนุพีทุธะไดลกุขึ้นแลวไดชี้ดวยมอืขวาและชี้แผนดนิ
ดวยมอืซาย ตอจากนั้นไดเดนิไป 7 กาว แลวพดูวา
ตนเองเทานั้นเยี่ยมยอดที่สดุในโลก

คนญี่ปุนวางพระพทุธรปูที่แสดงทาชี้ฟาและพื้นดนิในหองที่
ตกแตงดวยดอกไมและประชาชนไดแสดงความยนิดโีดยการรดน้ํา
และน้ําชาเรยีกวา อะมะชะ เปนภาษาญี่ปุน (ความจรงิคอื
น้ําหอม 5 ชนดิ) ลงบนเศยีรของพระพทุธรปูองคนั้น
ดวยกระบวยเลก็ ๆ

งานฉลอง ฮะนะมะทซรุนิี้ไดเขามาจากประเทศจนี
สูประเทศญี่ปุน

- 56 -

花祭
はなまつり

日本語で、ワン・ウィサーカ・ブージャーを、花 祭 また
に ほ ん ご はなまつり

は 仏会と言います。 とは頭 上 に水を注ぐことです。四月八日灌 灌
かんぶつ え い かん ず じょう みず そそ し がつよ う か

は、花で飾ったお堂の中に安置された仏像の 頭 に甘茶や水などを
はな かざ どう なか あん ち ぶつぞう あたま あまちゃ みず

かけて、お釈迦さまの誕生 を祝います。
し ゃ か たんじょう いわ

大 乗 仏 教 の教えによると、お釈迦さまの母のマーヤー夫
だいじょうぶっきょう おし し ゃ か はは ぶ

人は、 出 産のために里帰りする途 中 、ルンビニー園に立ち寄り
にん しゅっさん さとがえ と ちゅう えん た よ

ました。夫人が木に右手をかけたとき、右脇からお釈迦さまが生
ぶ にん き みぎ て みぎわき し ゃ か う

まれました 生まれたお釈迦さまはその場で立ち上がり 右手で天。 、
う し ゃ か ば た あ みぎ て てん

をさし、 左 手で地をさして七歩歩み 「天 上 天下唯我独尊（世間、
ひだり て ち なな ほ あゆ てんじょうてん げ ゆい が どくそん せ けん

において 私 が 最 も勝れたものである 」と言ったと、伝えられま）
わたし もっと すぐ い つた

す。

この 姿 を模した天地をさす仏像が花で飾られた堂の 中 央
すがた も てん ち ぶつぞう はな かざ どう ちゅうおう

に安置されます。その像に柄杓で水や甘茶 正しくは五種の香水 を( )
あん ち ぞう ひしゃく みず あまちゃ ただ ご しゅ こうすい

かけて、祝います。
いわ

この花 祭 は、 中国から日本に伝わりました。
はなまつり ちゅうごく に ほ ん つた
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― ―ศ

［名］信仰。信。ศรทัธา UC�VVJCC
しんこう しん

［名］土地神の ：庭などに棒を立ศาลพระภมู UิC�CP RJTCRJWWO- 祠
と ち がみ ほこら にわ ぼう た

て、その上に小さな家型の を載せたもので土地の神を 。祠 まつる
うえ ちい いえがた ほこら の と ち かみ

［名］会堂。講堂。小屋。家屋。あずまや。ホール。ศาลา UC�CNCC
かいどう こうどう こ や か おく

［名］師。教 師。大師。 教 祖。ศาสดา UC�CVUC�FCC
し きょう し だい し きょう そ

［名］ 宗 教 。ศาสนา UC�CVUC�PC�C
しゅうきょう

［名］信者。ศาสนกิชน UC�CUC�P�M̧MCEJQP
しんじゃ

［名］弟子。ศษิยU�ºV で し

［名］ 道徳。習 慣 。 戒。戒 行 。ศลี U�½KP 9 :
どうとく しゅうかん かい かいぎょう

［名］十戒。 ／十戒ศลี 10 ศลี 10U�½KP U�ºR- «
じっかい じっかい

ศลี 227 ศลีU�½KP Un�n0Tn"nK L�¼KU�ºR EG�V- - - ［ ］ 。 。名 二 百 二 十 七戒 具足戒 «
に ひゃく に じゅうしちかい ぐ そくかい

／二 百 二十 七戒227 に ひゃく に じゅうしちかい

ศลี 5 ศลี 5U�½KP JC@C- ［名］五戒：在家信者の保つべき五つの戒。«
ご かい ざい け しんじゃ たも いつ かい

／五戒
ご かい

［ ］ 。 。ศลี 8 U�½KP R'�'V- 名 八戒 八斎戒：優婆塞・優婆夷の守るべき戒
はっかい はっさいかい う ば そく う ば い まも かい

布薩の日に寺に出かけて、一 昼 夜守る在家の八© พทุธบรษิทั ふ さつ ひ てら で いっちゅう や まも ざい け やっ

つの戒。 ／八戒« ศลี 8かい はっかい
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― ―ส

名 ソンクラーン祭：タイの正月 水かけ 祭สงกรานตUQ�0MTCCP ［ ］ 。
さい しょうがつ みず まつり

：太陽暦の四月 十三日から十五日。
たいようれき し がつじゅうさんにち じゅう ご にち

［名］僧 。サンガ。教 団。สงฆUQ�0 伽
そうぎゃ きょうだん

［名］輪廻。流転。輪廻の輪：生あるものが生 死สงสาร UQ�0UC�CP
りん ね る てん りん ね わ せい しょう じ

を繰り返すこと。仏 教 では、解脱しない限り生あるものは迷いの
く かえ ぶっきょう げ だつ かぎ せい まよ

©世界である三界・ のなかで 生 死を繰り返すと 考 える。六道
せ かい さんがい ろくどう しょう じ く かえ かんが

／六道โลก 3 คต 6ิ«
ろくどう

［名］意識。感覚。理性。念。สต UิCV�º!
い しき かんかく り せい ねん

［名］四念処。四念住 ：覚りを得るสตปิฏฐาน 4 UCV�º RC�VVJC�CP U�ºK- -
し ねんじょ し ねんじゅう さと え

ための四つの観想法。 ／四念処« สตปิฏฐาน 4よっ かんそうほう し ねんじょ

［名］仏塔。สถปู UC�VJW�WR
ぶっとう

［名］安陀会（内衣 。三衣のうちの一つ。スカート状สบง UC�DQ0 ）
あん だ え ない え さん え ひと じょう

ไตรจวีรの下着。©
した ぎ

［名］沙門。聖なる人。煩悩を沈めた人。修 行 者สมณะ UC�OC"PC"!
しゃもん せい ひと ぼんのう しず ひと しゅぎょうしゃ

： 出 家して仏門に入り仏道を修める人。
しゅっ け ぶつもん い ぶつどう おさ ひと

［名］身分の高い人への尊 称 。天皇および皇后・สมเดจ็ UQ�OFG�V
み ぶん たか ひと そんしょう てんのう こうごう

太皇太后・皇太后への陛下 皇太子・皇太子妃・皇太孫・皇太孫妃、
たい こう たいごう こうたいごう へ いか こうたい し こうたい し ひ こうたいそん こうたいそん ひ

・親王・親王妃・内親王・王・王妃・女王などへの殿下、高僧へ
しんのう しんのう ひ ないしんのう おう おう ひ じょおう でん か こうそう

の 下に相当する。猊
げい か そうとう


